
次
の
ペ
ー
ジ
は
「 

特
別
会
計
・
事
業
会
計　

決
算
概
要 

」

平成 24 年度 決算審議

全議員が問う！　町のお金の使いかた　…執行はどう答えたか

※( ) 内の数字は現行予算に対する増減率です

増額　 補正しました 

一般会計（1回目）	 1億2271万6000円		（1.2％増）

国民健康保険 会特別
計（1回目）	 6737万7000円		（1.5％増）

後期高齢者医療 会特別
計（1回目）	 346万7000円		（1.1％増）

下水道事業 会特別
計	（1 回目）	 213万7000円		（0.4％増）

農業集落排水事業 会特別
計	（1 回目）	 73万6000円			（0.9％増）

平成 25 年度補正予算を可決

（
答
弁
）
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
ク
ラ
ブ
数
は
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
の
役
員
の
引
き
受
け
手

が
見
つ
か
ら
な
い
な
ど
、
組
織
運
営
上
の
理
由
が
そ
の

一
つ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

衛
生
費　

吉
野
川
の
汚
染
原
因
と
対
策
は

神
田　

崇

平
成
24
年
度
の
河
川
水
質
実
態
調
査
で
は

多
く
の
場
所
で
水
質
の
悪
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
特
に
数
値
の
悪

か
っ
た
関
越
自
動
車
道
付
近
の
吉
野
川
の
汚
染
原
因
と

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
全
町
的
に
河
川
に
生
活
雑
排
水
が
多
く
流
れ
込
ん

で
い
る
こ
と
と
、
こ
の
採
取
地
点
の
近
く
に
は
食
品
関

連
会
社
や
畜
産
業
者
等
の
監
視
対
象
事
業
所
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も
県
と
合
同
の
立
ち
入
り
指
導
を
実
施

し
、
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

衛
生
費　

畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
は

大
平
久
幸

畜
犬
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
対
策
の
内
容

と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
の
状
況
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
犬
の
登
録
数
は
３
０
１
１
頭
で
、
集
合
会
場
に
お

い
て
予
防
注
射
を
１
４
５
５
頭
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
野
犬
等
10
頭
を
捕
獲
し
ま
し
た
。
な
お
、
ア
ラ
イ

グ
マ
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
従
事
者
の
捕
獲
分
を
含
め
、
１
４
４
頭
を
捕
獲
し
ま

し
た
。

農
林
水
産
業
費　

エ
キ
ナ
セ
ア
の
植
栽
状
況
は

田
母
神
節
子

町
の
特
産
品
と
し
て
、
エ
キ
ナ
セ
ア
の

商
品
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
植

栽
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
問
題
点
は
。

（
答
弁
）
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
る
と
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

収
穫
や
製
品
化
に
は
多
く
の
手
間
が
か
か
り
、
そ
れ
が

製
品
価
格
に
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
需
要
が
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
。

商
工
費　

観
光
振
興
事
業
補
助
金
の
内
訳
は

津
久
井
康
雄

平
成
24
年
度
の
観
光
振
興
事
業
補
助
金

は
、
１
７
８
４
万
９
５
９
４
円
と
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
内
訳
を
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
北
條
ま
つ
り
実
行
委
員
会
に
８
９
０
万
円
、
秋
ま

つ
り
実
行
委
員
会
76
万
２
５
０
０
円
、
交
通
安
全
ク
ラ

シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド
実
行
委
員
会
１
９
２
万
４
５
９

４
円
、
女
性
み
こ
し
奉
賛
会
実
行
委
員
会
46
万
２
５
０

０
円
、
水
天
宮
祭
実
行
委
員
会
５
８
０
万
円
で
、
合
計

１
７
８
４
万
９
５
９
４
円
で
す
。

土
木
費　

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
進
捗
状
況
は

岡
本
安
明

寄
居
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
進
捗
状
況
と
開
通
予
定

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
平
成
24
年
度
は
、
路
線
測
量
と
詳
細
設
計
を
行
い

ま
し
た
。
美
里
境
道
に
つ
い
て
は
、
宅
地
と
墓
地
の
所

の
一
部
変
更
に
つ
い
て
美
里
町
と
協
議
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
供
用
開
始
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
10
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

消
防
費　

当
町
負
担
割
合
分
の
返
還
は

瀧
澤　

忍

深
谷
市
へ
は
毎
年
度
、
算
定
式
に
よ
り
計
算

し
た
消
防
事
務
委
託
費
を
納
付
し
て
い
ま

す
が
、
深
谷
市
消
防
費
決
算
に
お
け
る
不
用
額
で
の
寄

居
町
負
担
割
合
分
は
返
還
さ
れ
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
常
備
消
防
費
は
１
人
当
た
り
い
く
ら
か
伺
い
ま

す
。

（
答
弁
）
平
成
24
年
度
決
算
で
の
寄
居
町
の
負
担
割
合
は

21
・
86
％
で
す
。
不
用
額
は
負
担
割
合
に
応
じ
て
、
翌

年
度
に
寄
居
町
へ
返
還
さ
れ
て
い
ま
す
。
常
備
消
防
費

は
１
人
当
た
り
１
万
５
円
で
す
。

教
育
費　

小
中
学
生
の
学
力
レ
ベ
ル
は

峯
岸
克
明

町
の
小
中
学
生
の
学
力
レ
ベ
ル
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
思
考
力
や
表
現
力
を
問
う
標
準
学
力
検
査
の
結
果

で
は
、
小
学
生
の
国
語
、
中
学
生
の
理
科
・
社
会
は
全

国
平
均
並
み
、
中
学
生
の
国
語
・
英
語
で
は
全
国
平
均

よ
り
も
２
〜
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。
逆
に
算

数
・
数
学
で
は
小
中
学
生
と
も
に
、
全
国
平
均
を
２
〜

４
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
学

力
向
上
推
進
委
員
会
で
は
、
算
数
・
数
学
に
お
い
て
思

考
力
・
表
現
力
の
育
成
に
向
け
て
授
業
改
善
を
図
る
た寄居町の財政は「健全です！」

め
の
町
独
自
の
評
価
問
題
を
作
成
し
、
課
題
克
服
に
努

め
て
い
ま
す
。

教
育
費　

Ａ
Ｅ
Ｔ
派
遣
事
業
の
成
果
は

佐
藤
理
美

小
学
校
へ
２
名
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
（
英
語
指
導
助

手
）
を
派
遣
し
、
ま
た
中
学
校
へ
は
、
各

１
名
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
毎
日
派
遣
し
授
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、中
学
校
に
お
け
る
具
体
的
な
成
果
を
伺
い
ま
す
。

（
答
弁
）
中
学
校
で
は
、
特
に
リ
ス
ニ
ン
グ
（
聞
く
力
）・

話
す
力
が
向
上
し
、
ま
た
小
テ
ス
ト
で
の
書
く
力
や
授

業
中
で
の
表
現
力
が
向
上
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

総
括　

財
政
が
硬
直
化
し
つ
つ
あ
る
の
で
は

坂
本
建
治

近
年
経
常
収
支
比
率
が
高
く
な
り
、
決
算

で
は
85
・
７
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。
財
政

状
況
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
伺
い

ま
す
。

（
答
弁
）
県
内
の
市
町
村
の
平
均
は
90
・
２
％
、
町
村
平
均

は
87
・
７
％
で
す
。
県
内
で
は
財
政
状
況
は
よ
い
方
で

す
が
、
引
き
続
き
財
源
の
確
保
と
経
費
削
減
に
努
め
ま

す
。
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実質公債費比率 9.6%
（前年度比 0.5 ポイント下降）

一般会計が負担する公債費とこれに準ずる額の大きさ
を数値にしたもの。（早期健全化基準は25%、財政再
生基準は35%です）

将来負担比率	79.1%
（前年度比 1.0 ポイント下降）

一般会計が将来負担すべき実質的な負債を指標化した
もの。（早期健全化基準は350%です）

実質赤字比率
一般会計の赤字の程度を指標化したもの。

黒字のため、基準値未満

連結実質赤字比率
すべての会計の赤字・黒字を合算して、地方公共団体
としての赤字の程度を指標化したもの。

黒字のため、基準値未満

資金不足比率
公営企業会計の資金不足額の事業規模に占める割合
を示したもので、数値が低いほど健全とされます。

不足なし

余力（財政力指数）0.716
（前年度比 0.012 ポイント下降）

地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額
÷基準財政需要額の３ヵ年の平均値を用います。財政
力指数が高いほど自主財源の割合が高く、財政力が強
い団体といえます。

自立力（自主財源比率）53.8%
（前年度比 0.4 ポイント下降）

地方税、使用料及び手数料など、地方公共団体が自主
的に収入とすることができる財源の比率で、行政活動の
自主性と安定性の尺度といえ、この割合が高いことが望
ましいとされます。

借金（公債費比率）7.5%
（前年度比 2.0 ポイント下降）

公債費（町債の元金の返済や利子の支払いなど）が一
般財源に占める割合で、この数値が高くなると他の事業
に充てる財源を圧迫することになります。

弾力（経常収支比率）85.7%
（前年度比 0.2 ポイント下降）

経常経費を経常一般財源収入の総額で割ったもので、
数値が低いほど普通建設事業などに充当できる財源が
あり、地方公共団体の財政構造が弾力性に富んでいる
といえます。

財
政
比
率

健
全
化
判
断
比
率

数字で見る
町の財政健全度


